
酒 税 法
本試験問題 TAC予想問題

〔第一問〕問１ ⑵
　⑵�　酒税法第30条の６第１項《納期限の延長》において、酒類製造

者が、酒税法第30条の２第１項又は第２項の規定による申告書を
その提出期限内に提出した場合に、納期限内に納期限の延長につ
いての申請書を当該申告書の提出先の税務署長に提出し、かつ、
要件を溜たしたときは、当該税務署長は、酒税の納期限を延長す
ることができると規定されている。

　　�　この規定に基づき、当該税務署長が行うことができる措置につ
いて、述べなさい。

●実力完成答練　第１回〔第一問〕問１ ⑶
　�　酒類の製造場から移出した酒類に係る酒税の納期限の延長制度に

ついて、どのような場合に適用することができるか、その内容を説
明しなさい。

〔第一問〕問１ ⑸
　⑸�　酒税法第44条第１項《原料用酒類及び酒母等の処分禁止》にお

いて、原料用酒類の移出の禁止の規定が設けられている。
　　　当該規定が設けられている趣旨について、述べなさい。

●全国公開模試〔第一問〕問１ ⑶
　�　酒税法第７条ただし書きに基づき製造免許を受けずに製造した酒

類を製造場から移出することは原則として禁止されているが、この
取り扱いの趣旨について述べなさい。

〔第一問〕問２
　�　酒税法第28条第１項《未納税移出》において、酒類製造者が一定

の条件を満たして移出する場合には、当該移出に係る酒税を免除す
ると規定されている。

　�　当該規定が設けられている趣旨を述べるとともに、一定の条件（適
用要件）について、5つ述べなさい。

●全国公開模試〔第一問〕問２
　�　酒税法第28条では、酒類製造者が所定の酒類をその酒類の製造場

から所定の場所へ移出する場合には、その移出に係る酒税を免除す
ることを定めているが、この規定の趣旨を述べるとともに、同条第
２項及び第４項で定めている手続について述べなさい。

〔第二問〕ＢＣＤＦＧ

Ｂ

　麦芽500kg、とうもろこし100kg、こんぶ５kg、かぼちゃ
５kg、ホップ20kg及び水を原料として発酵させた発泡性
を有するアルコール含有物（アルコール分3.0度、エキス
分12.0度）にホップ10kgを加えてさらに発酵させた発泡
性を有する酒類（アルコール分5.0度、エキス分3.5度）

●実力完成答練　第３回〔第二問〕４
　�　麦芽800kg、ホップ５kg及び水を原料として発酵させた酒類（ア

ルコール分５度、エキス分３度、発泡性あり）に、ホップ10kgを
加えて発酵させた酒類（アルコール分６度、エキス分3.5度、発泡
性あり）

Ｃ

　ぶどう1,000kg（含有する糖類の重量200kg）、砂糖
100kg（転化糖として換算した糖類の重量105kg）及び水
を加えて発酵させた酒類（アルコール分13.0度、エキス
分5.0度）を連続式蒸留機以外の蒸留機により蒸留（留出
時のアルコール分35.0度）した酒類400ℓにスピリッツ（ア
ルコール分35.0度、エキス分0.0度）20ℓを加えた発泡性
を有しない酒類（アルコール分35.0度、エキス分0.0度）

●実力完成答練　第２回〔第二問〕Ｇ

Ｇ

　ぶどう果汁及び水を原料として発酵させた酒類4,000ℓ
（アルコール分12度、エキス分５度）に、ぶどう果汁（含
有する糖類の重量150kg）、麦芽糖120kg及び水を原料と
して発酵させた酒類（アルコール分12度、エキス分５度）
を連続式蒸留機により蒸留（留出時のアルコール分95度）
して水を加えた酒類200ℓ（アルコール分40度、エキス
分0.3度）、砂糖30kg及び水を加えた酒類5,000ℓ（アルコー
ル分11.2度、エキス分4.6度、重量5,000kg）

Ｄ

　米700kg、米こうじ200kg（こうじ米の重量190kg）、
原料用アルコール100ℓ（アルコール分55.0度）、とうも
ろこし500kg及び水を混和してこした発泡性を有しない
酒類500ℓ（アルコール分11.0度、エキス分40.0度）

●実力完成答練　第１回〔第二問〕Ｂ

Ｂ
　米、米こうじ及び単式蒸留焼酎（アルコール分45度）に、
みりんかす、とうもろこし及び水を加えてこした酒類（ア
ルコール分14度、エキス分42度）

Ｆ

　麦600kg、麦こうじ300kg及び水を加えて発酵させたア
ルコール含有物を連続式蒸留機以外の蒸留機により蒸留

（留出時のアルコール分55.0度）した酒類（アルコール分
55.0度、エキス分0.0度）に米300kg、米こうじ150kg及び
水を加えて発酵させたアルコール含有物を連続式蒸留機
以外の蒸留機により蒸留（留出時のアルコール分36.0度）
した酒類（アルコール分36.0度、エキス分0.0度）を加え
た発泡性を有しない酒類（アルコール分45.0度、エキス
分0.0度）

●全国公開模試〔第二問〕Ｆ

Ｆ

　米こうじ、でん粉及び水を原料として発酵させたアル
コール含有物を連続式蒸留機により蒸留（留出時のアル
コール分60.0度）して水を加えた酒類1,300ℓ（アルコー
ル分35.0度、エキス分0.1度）に、他の酒類製造者の製造
場から課税移出された酒類1,200ℓ（米、米こうじ及び水
を原料として発酵させたアルコール含有物を単式蒸留機
により蒸留（留出時のアルコール分90.0度）し、かし樽
で１年２か月間貯蔵して、樽の成分の浸出により香味、
色沢を変化させ、水を加えた酒類（アルコール分25.0度、
エキス分0.1度））を加えた酒類2,500ℓ（アルコール分
30.2度、エキス分0.1度）

Ｇ
　麦芽600kg、ごま10kg、かき５kg、蜂蜜３kg、カラメ
ル２kg、ホップ20kg及び水を原料として発酵させた発泡
性を有する酒類（アルコール分6.0度、エキス分12.0度）

●実力完成答練　第１回〔第二問〕Ｄ

Ｄ

　麦芽1,100kg、麦200kg、麦こうじ240kg、ホップ50kg、
カラメル（着色料）60kg及び水を原料として発酵させた
酒類で発泡性を有するもの（アルコール分５度、エキス
分3.5度）

〔第二問〕８
　８�　商品Ａについては、「上記６」のほか、令和８年８月20日に製

造場から在フランス日本国大使館に200本（容器の容量720mℓ）
を移出した。

●上級演習　第７回〔第二問〕８
　�　商品Ｅについては、３の表に、海外での販路拡大のために、令和

８年８月18日に在アメリカ合衆国日本大使館に移出した10本（容器
の容量500mℓ）が含まれている。



〔第二問〕９
　９�　商品Ｂについては、「上記６」の令和８年８月中の移出数量の

内訳に、令和８年８月２日に食品衛生法第28条第１項の規定によ
り収去された20本（容器の容量350mℓ）が含まれている。

●実力完成答練　第１回〔第二問〕７
　�　商品Ｈについては、３の表に、令和８年８月１日に食品衛生法第

28条第１項の規定により収去された10本（容器の容量633mℓ）が含
まれている。

〔第二問〕12・13
　12�　商品Ｅについては、「上記６」のほか、令和８年８月10日に製

造場内において従業員が20ℓを試飲、令和８年８月15日に製造場
の見学会を開催し、製造場内で外国人に200ℓを試飲させた。

　13�　商品Ｆについては、「上記６」の令和８年８月中の移出数量の
内訳に、令和８年８月30日に輸出酒類販売場において、外国人旅
行客に対して消費税及び酒税を免除して販売した酒類120本（容
器の容量700mℓ）、日本人旅行客に対して販売した酒類30本（容
器の容量700mℓ）が含まれている。

●全国公開模試〔第二問〕８
　�　商品Ｂについては、「上記６」のほか、輸出酒類販売場において、

令和８年８月10日に外国人観光客に試飲させた900mℓ、並びに、消
費税及び酒税を免除して販売した酒類60本（容器の容量1,800mℓ）
がある。

〔第二問〕14
　14�　商品Ｇについては、「上記６」の令和８年８月中の移出数最の

内訳に、令和８年８月８日に酒類販売業者に対して60本（容器の
容量350mℓ）を製造場から移出したものが含まれており、そのう
ち、20本（容器の容量350mℓ）が令和８年８月10日に製造場へ返
品された。

●実力完成答練　第４回〔第二問〕８
　�　商品Ｃについては、「上記５」のほか、令和８年８月20日に東京

製造場から2,400本（容器の容量500mℓ）を課税移出した。課税移
出した2,400本のうち120本が令和８年８月21日に、300本が令和８
年８月22日に、それぞれ東京製造場に返品された。

〔第二問〕15
　15�　商品Ｉについては、得意先からの要望を受けて、商品Ｈに水を

加えて発泡性を有しない商品Ｉ（アルコール分6.0度、エキス分5.0
度）とした。

　　�　その後、商品Ｉ 40本（容器の容量200mℓ）を令和８年８月30
日に得意先へ移出した。

●実力完成答練　第３回〔第三問〕３ ⑻
　�　次表のほか、新規取引先の求めに応じ、商品Ｇを水で溶解した酒

類（アルコール分６度、エキス分１度）を令和８年８月29日に製造
し、当該酒類300ℓを商品Ｚとして令和８年８月30日に甲株式会社
の丙蔵置所へ移出した。


